
講講
演演
会会
のの
ごご
案案
内内

「「
皇皇
室室
のの
文文
化化
にに
関関
すす
るる
講講
演演
会会
」」

未未
登登
録録
銃銃
砲砲
刀刀
剣剣
類類
登登
録録
審審
査査
会会
のの
おお
知知
らら
せせ

■
日

時

１２
月
１９
日（
火
）１０
時
〜
１５
時

■
場

所

岐
阜
県
庁
２
階
大
会
議
室

■
と

き

１２
月
１７
日（
日
）

１３
時
〜

■
と
こ
ろ

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
演

題

「
皇
室
の
儀
式
と
行
事
」

■
講

演

所

功

先
生

京
都
産
業
大
学
法
学
部
教
授

（
揖
斐
川
町
在
住
）

現
在
の
日
本
国
憲
法
に
も
天
皇
は
、
日

本
国
の
象
徴
で
あ
り
日
本
国
民
統
合
の
象

徴
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
天
皇
は
、

大
和
朝
廷
か
ら
千
数
百
年
以
上
続
く
日
本

歴
史
の
継
承
者
で
あ
り
、
ま
た
神
道
を
根

本
に
儒
教
も
仏
教
も
欧
米
思
想
も
柔
軟
に

取
り
入
れ
花
咲
か
せ
た
日
本
文
化
の
体
現

者
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
天
皇
と
皇
族
か
ら
な
る
皇
室
で
は
、

昔
も
今
も
重
要
な
儀
式
と
行
事
が
丁
寧
に

営
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
そ
の
儀
式
と
行
事
」
に
つ
い
て
歴
史

的
・
文
化
的
な
意
義
を
わ
か
り
や
す
く
、

お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

主
催

揖
斐
川
町
文
化
財
保
護
協
会

後
援

揖
斐
川
町
教
育
委
員
会

入
場
さ
れ
る
方
は
整
理
券
が
必
要
で
す
。

整
理
券
は
各
振
興
事
務
所
・
中
央
公
民

館
・
資
料
館
に
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

ア
ー
ト

２
０
０
６

い
び
が
わ
開
催

１０
月
１３
日（
金
）〜
１５
日（
日
）の
３
日
間

に
わ
た
り
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
で「
ア
ー

ト

２
０
０
６

い
び
が
わ
」（
揖
斐
川
町

文
化
協
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
皆
さ
ん
の
心
の
こ
も
っ
た
作

品
が
数
多
く
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
１５

日
に
は
、「
ふ
る
里
ほ
の
ぼ
の
ス
テ
ー
ジ
」

が
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
々
は
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

美
術
の
部
・
文
芸
の
部
で
は
、
審
査
が

行
わ
れ
、
上
位
入
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

《
美
術
展
》

町
展
賞

日
本
画

国
井
高
代（
本
巣
市
）

〃

書

道

坪
井
英
哲（
揖
斐
川
町
）

〃

写

真

安
田
敏
彦（
大
垣
市
）

奨
励
賞

洋

画

小
野
千
恵（
揖
斐
川
町
）

〃

〃

安
田
美
勝（
大
垣
市
）

〃

〃

児
玉
澄
子（
神
戸
町
）

〃

書

道

中
西

愛（
本
巣
市
）

〃

〃

杉
田
昌
紀（
揖
斐
川
町
）

〃

写

真

高
間
久
美
子
（
揖
斐
川
町
）

〃

〃

世
一

勝（
大
垣
市
）

〃

〃

杉
山
秀
雄（
揖
斐
川
町
）

〃

〃

後
藤
千
秋（
神
戸
町
）

〃

彫
塑
工
芸

田
中
正
敏（
揖
斐
川
町
）

《
文
芸
展
》

特
選

短
歌

一
般

林

竹
枝
（
揖
斐
川
町
）

〃

俳
句

〃

服
部
保
子
（
揖
斐
川
町
）

〃

川
柳

〃

今
井
極
子
（
揖
斐
川
町
）

力 作 が 勢 揃 い

児童合唱「動物のうたメドレー」を楽しく歌いました

大 作 に 見 入 る

「ねずみの嫁入り」谷汲高齢者グループ
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